
世界で求められる　水処理技術
繊
維
メ
ー
カ
ー
、
事
業
拡
大
膜
武
器
に
海
外
展
開

　
繊
維
メ
ー
カ
ー
は
技
術
の
高
い
水
処
理
膜
を
武
器
に
、
海
外
展
開
を
加
速
す

る
。
三
菱
レ
イ
ヨ
ン
は
中
国
で
現
地
企
業
と
連
携
し
、
工
場
向
け
排
水
処
理
場
の

運
営
保
守
や
排
水
処
理
装
置
事
業
を
拡
大
す
る
。
東
レ
は
海
水
淡
水
化
や
下
廃
水

再
利
用
プ
ラ
ン
ト
向
け
に
逆
浸
透

Ｒ
Ｏ

膜
の
提
案
を
強
化
し
、
海
水
温
度
が

高
い
過
酷
な
条
件
下
の
中
東
地
域
な
ど
で
受
注
を
伸
ば
し
て
い
る
。
旭
化
成
は
下

水
の
放
流
規
制
が
強
化
さ
れ
る
韓
国
で
、
大
型
下
水
処
理
場
向
け
に
水
処
理
膜
を

受
注
し
た
。
成
長
す
る
世
界
市
場
で
水
処
理
需
要
の
取
り
込
み
を
積
極
化
す
る
。

排
水
処
理
・
再
利
用
現
地
企
業
と
提
携

三菱レイヨンが運転管理事業に乗り出す
中国の工業団地の排水処理・再利用設備

海水淡水化中東市場を開拓

（ ） 　　 （第２部） ２０１２年 平成２４年 １０月２３日 火曜日 　　

　
三
菱
レ
イ
ヨ
ン
は
提
携
先

で
あ
る
中
国
江
西
省
の
江
西

金
達
莱
環
保
研
発
中
心
が
、

四
川
省
で
受
注
し
た
工
業
団

地
向
け
排
水
処
理
・
再
利
用

場
の
運
営
保
守
事
業
に
参
画

す
る
。
メ
ッ
キ
な
ど
の
金
属

排
水
を
日
量
約
４
万
立
方

処
理
す
る
。
ま
た
、
食
品
工

場
向
け
で
は
現
地
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
会
社
と
業
務
提
携

し
、
同
事
業
の
提
案
を
始
め

た
。

　
三
菱
レ
イ
ヨ
ン
が

％
出

資
す
る
奉
新
金
達
莱
環
保

江
西
省

は
、
奉
新
県
政

府
と
営
業
権
契
約
を
交
わ
し

た
染
色
工
業
団
地
「
染
色
工

業
園
区

同
省
宜
春
市

」

向
け
排
水
処
理
・
再
利
用
場

を

月
末
に
稼
働
す
る
。
計

画
処
理
水
量
は
日
量
約
５
万

立
方

。
こ
の
実
績
を
も
と

に
、
同
市
で
建
設
が
予
定
さ

れ
る
工
業
団
地
で
も
、
排
水

処
理
需
要
の
取
り
込
み
を
目

指
す
。

　
工
場
向
け
排
水
処
理
装
置

事
業
で
は
現
地
エ
ン
ジ
企
業

複
数
社
と
業
務
提
携
し
、
製

造
販
売
体
制
を
強
化
す
る
。

三
菱
レ
イ
ヨ
ン
の
中
空
糸
膜

を
使
っ
た
排
水
処
理
装
置
な

ど
を
現
地
で
製
造
。
同
社
が

膜
や
装
置
製
造
に
必
要
な
ノ

ウ
ハ
ウ
な
ど
を
提
供
し
、
提

携
先
企
業
が
ポ
ン
プ
な
ど
の

汎
用
部
品
を
現
地
調
達
す
る

こ
と
で
、
日
本
か
ら
輸
出
す

る
場
合
と
比
べ
価
格
を
約
半

分
に
抑
え
た
。
保
守
な
ど
の

ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
も
提
携

先
企
業
が
担
う
こ
と
で
効
率

化
し
、
現
地
企
業
へ
の
提
案

を
積
極
化
す
る
。

　
タ
イ
で
は
ビ
ー
ル
工
場
な

ど
の
食
品
分
野
を
中
心
に
中

空
糸
膜
の
提
案
を
始
め
た
。

公
共
分
野
で
は
タ
イ
の
カ
セ

サ
ー
ト
大
学
や
水
道
局
と
組

み
、
膜
分
離
活
性
汚
泥
法

Ｍ
Ｂ
Ｒ

を
採
用
し
た
下

水
処
理
設
備
に
関
す
る
研
究

を
支
援
す
る
。
ベ
ト
ナ
ム
で

は
現
地
エ
ン
ジ
企
業
と
業
務

提
携
し
、
工
場
排
水
を
中
心

に
Ｍ
Ｂ
Ｒ
向
け
中
空
糸
膜
の

販
売
を
始
め
た
。

　
水
不
足
が
懸
念
さ
れ
る
中

東
市
場
の
開
拓
も
進
む
。
東

レ
は
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦

Ｕ
Ａ
Ｅ

の
ア
ル
・
ザ
ウ

ラ

ア
ジ
ュ
マ
ー
ン
首
長

国

と
ガ
リ
ラ

ラ
ス
・
ア

ル
・
ハ
イ
マ
首
長
国

の
海

水
淡
水
化
プ
ラ
ン
ト
向
け

に
、
Ｒ
Ｏ
膜
を
９
月
に
受
注

し
た
。

　
ア
ル
・
ザ
ウ
ラ
と
ガ
リ
ラ

の
海
水
淡
水
化
プ
ラ
ン
ト
は

そ
れ
ぞ
れ
日
量
４
・
５
万
立

方

、
６
・
８
万
立
方

の

飲
料
水
を
製
造
。
２
プ
ラ
ン

ト
と
も
２
０
１
３
年
の
稼
働

を
予
定
す
る
。
ア
ラ
ビ
ア
湾

の
海
水
は
温
度
が

度
Ｃ
以

上
と
高
温
で
、
塩
分
濃
度
も

高
い
。

　
東
レ
は
こ
れ
ま
で
バ
ー
レ

ー
ン
な
ど
ア
ラ
ビ
ア
湾
の
海

水
淡
水
化
プ
ラ
ン
ト
へ
も
Ｒ

Ｏ
膜
を
納
入
し
て
お
り
、
過

酷
な
条
件
下
で
の
実
績
が
評

価
さ
れ
た
。
海
水
淡
水
化
向

け
Ｒ
Ｏ
膜
の
全

出
荷
量
は
水
量

換
算
で
日
量
６

０
０
万
立
方

。
２
４
０
０

万
人
の
生
活
用

水
を
ま
か
な
う

量
に
相
当
す

る
。

　
下
廃
水
再
利

用
プ
ラ
ン
ト
向

け
に
は
、
耐
汚

染
性
に
優
れ
た

低
フ
ァ
ウ
リ
ン

グ
Ｒ
Ｏ
膜
を
展
開
。
出
荷
量

は
水
量
換
算
で
日
量
２
０
０

万
立
方

で
、
世
界
シ
ェ
ア

で
も
ト
ッ
プ
を
誇
る
。ま
た
、

塩
分
濃
度
が
高
い
地
下
水
な

ど
の
か
ん
水
淡
水
化
向
け
Ｒ

Ｏ
膜
で
も
、
米
国
や
中
東
、

東
南
ア
ジ
ア
を
中
心
に
豊
富

な
実
績
を
持
つ
。
同
膜
の
出

荷
量
は
水
量
換
算
で
日
量
１

３
６
０
万
立
方

に
達
す

る
。

　
海
水
や
か
ん
水
淡
水
化
、

下
廃
水
再
利
用
な
ど
の
各
プ

ラ
ン
ト
向
け
に
出
荷
し
た
Ｒ

Ｏ
膜
は
、
水
量
換
算
で
合
計

２
５
７
０
万
立
方

。
１
億

人
分
強
の
生
活
用
水
に
相
当

し
、
世
界
人
口
の
約
１
・
５

％
を
ま
か
な
う
ま
で
に
拡
大

し
て
い
る
。

　
旭
化
成
ケ
ミ
カ
ル
ズ
は
韓

国
京
畿
道
坡
州
市
の
大
型
下

水
処
理
施
設
で
水
処
理
用
濾

過
膜
を
受
注
し
た
。
施
設
の

下
水
処
理
能
力
は
日
量
９
万

立
方

で
、
膜
モ
ジ
ュ
ー
ル

約
７
０
０
０
本
を
納
入
す

る
。
既
に
処
理
能
力
の
半
分

に
当
た
る
膜
は
納
入
済
み
で

６
月
か
ら
稼
働
し
て
お
り
、

残
り
は

年
８
月
の
稼
働
を

予
定
す
る
。

　
採
用
さ
れ
た
の
は
水
処
理

用
中
空
糸
濾
過
膜
「
マ
イ
ク

ロ
ー
ザ
」
。
Ｍ
Ｂ
Ｒ
を
採
用

し
た
下
水
処
理
施
設
で
使
わ

れ
る
。
韓
国
で
の
水
処
理
膜

分
野
で
は
約

％
の
シ
ェ
ア

を
占
め
る
。

　
同
国
で
は
下
水
放
流
水
の

規
制
強
化
が
進
め
ら
れ
て
い

る
ほ
か
、
今
後
３
、
４
年
の

間
で
水
イ
ン
フ
ラ
設
備
の
更

新
需
要
が
期
待
で
き
る
と
い

う
。
マ
イ
ク
ロ
ー
ザ
の
導
入

実
績
は
世
界
１
０
０
０
カ
所

以
上
、
世
界
シ
ェ
ア
は
約

％
。
今
後
は
耐
久
性
の
高
さ

な
ど
を
武
器
に
、
ア
ジ
ア
や

中
東
へ
と
事
業
を
展
開
。
上

下
水
道
か
ら
廃
水
回
収
、
海

水
淡
水
化
の
前
工
程
な
ど
用

途
拡
大
を
進
め
、
新
た
な
需

要
を
掘
り
起
こ
す
。

　
世
界
の
水
処
理
市
場
は

年
に

年
比
２
・
３
倍
の

兆
円
に
成
長
す
る
見
通
し
。

経
済
産
業
省
は
日
本
企
業
の

海
外
売
上
高
を

年
の
千
数

百
億
円
か
ら

年
に
は
１
兆

８
０
０
０
億
円
に
拡
大
す
る

目
標
を
掲
げ
る
。
ま
た
、
欧

米
や
ア
ジ
ア
企
業
と
の
競
争

も
激
し
さ
を
増
し
て
お
り
、

得
意
の
水
処
理
膜
を
核
に
周

辺
技
術
を
取
り
込
む
こ
と
で

生
き
残
り
を
目
指
す
。


